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４．５ 調査研究事業の配信

調査研究報告書のデジタル化は、表 2.1.2（6 ページ）に示す様に、No.16,17 の報告

書に関して方式Ⅲ,Ⅳ（5 ページ表 2.1.1 参照）により対応する。

尚、報告書の詳細な内容は、ホームページからの全文配信、又は本文をご覧頂きたい。

１）No.16 の報告書：マルチメディアにおける音の効果的利用に関する調査研究

この報告書は全 83 ページから成り、図 4.5.1 に示す様に、各ページに切り貼りした

図表・写真が数多くあるので方式Ⅲで処理する。図表・写真をスキャナーで GIF 或い

は TIFF ファイルにデジタル化した後（ここでは GIF を選択）ワープロベースの文書

ページ（ワード）に挿入してから PDF ファイルに変換して配信する。

図 4.5.1 No.16 の報告書の一部

以下処理結果を報告する。

スキャナーでの読み取りはモードの選択（14 ページ）で説明した様に、線画＝“線

画モード”、濃淡画・写真＝“白黒ハーフトーンモード”とを使い分けるが、問題は

PDF の圧縮オプションの選択である。本報告書は写真と図が混在しているページが多

く、その上濃淡画が 83 ページ中 30 ページ以上に在り、その間隙に写真・線画が各々

10 点程度散在するといった様に複雑に入り組んでいる。データ量を出来るだけ減らそ
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うとすると、圧縮オプションの設定（21 ページ）で説明した基準に従がってページ単

位で CCITT4 又は ZIP を選択することになるが、いずれが適しているか判然としない

ページが多い。又、ページ単位にファイルを作成する手間や PDF の変換回数も増えて

大変作業効率が悪くなる。

そこで、今回は本文を構成する節のグループ単位で処理する方法を採用することにし

た。節のグループ単位で CCITT4 と ZIP とで変換してデータ量の少ない方をピックア

ップする平均手法である。ページ単位の処理よりも多少データ量は増えるが作業効率は

格段に良くなる。

本文は全 4 章構成であるが、この内の第 1 章を例としてデータ量を表 4.5.1 に示す。

太字・下線を付した方が少ないのでピックアップする。参考文献リストは文書だけな

ので双方変わらない。これにサムネール（ページイメージを縮小サイズ化したもの）及

びしおりを作成した分若干データ量が増えたものが最終的なデータ量となる。1 章だけ

で合計 1.435MB に達するが、実際に内容を閲覧するときは節のグループ単位で呼び出

されるのでより少ないデータ量となる。

データ量（KB）

PDF
圧縮オプションの設定

本文 第 1 章

節のグループ単位

ワープロ

（ワード）
CCITT4 ZIP

PDF
サムネール

しおり 作成

1.1～1.2（5ﾍﾟｰｼﾞ） 712 145 132 144

1.3～1.4（5ﾍﾟｰｼﾞ） 1080 518 337 346

1.5～1.6（5ﾍﾟｰｼﾞ） 1872 743 502 514

1.7     （5ﾍﾟｰｼﾞ） 774 147 189 157

1.8～1.9（7ﾍﾟｰｼﾞ） 1496 251 289 261

参考文献リスト

（1ﾍﾟｰｼﾞ）
15 9 9 13

合計 5949 * 1813 1458 1435

                            * 画像挿入前のデータ量は 67KB であった。（約 1/89）

表 4.5.1 No.16 の報告書の第 1 章に関するデータ量
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２）No.17 の報告書：音に関する学術研究動向調査

                              －助成研究のその後と制度について－

この報告書は本文 42 ページと巻末資料 33 ページから成る。図 4.5.2 に示す様に、本

文の図表は表計算ソフト（エクセル）で作成され、ワープロベースの文書ページ（ワー

ド）に挿入されているので、オールデジタルであり方式Ⅳで処理する。但し 1 点だけ

手書加筆した図があるので、それだけは方式Ⅲで処理する。

巻末資料はホームページ上に研究助成テーマ一覧として従来から公開している内容

とほぼ同一なので対象外とした。

  p12                                    p20

図 4.5.2 No.17 の報告書の一部

表 4.5.2 に本文の全データ量を示す。手書加筆した図を含む 1.5 節だけ ZIP のデータ

量が減っているので採用する。他の節のグループはオールデジタルなので CCITT4 で

も ZIP でも変わらない。これにサムネール（ページイメージを縮小サイズ化したもの）

及びしおりを作成した分若干データ量が増えたものが最終的なデータ量となる。全文で

も 292KB と極めて少ない。No.16 の報告書では参考文献リスト以外の 27 ページで

1422KB であり、ページ当り 52.7KB であることと比較すると、本報告書は 292KB/42

ページ＝7KB と 1/7.5 であり、オールデジタルの威力を感じさせる。
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データ量（KB）

PDF
圧縮オプションの設定

本 文
節のグループ単位

ワープロ

（WORD）
CCITT4 ZIP

PDF
サムネール

しおり 作成

1.1～1.4（9ﾍﾟｰｼﾞ） 1298 58 58 69

1.5     （9ﾍﾟｰｼﾞ） 993 80 64 72

2.1     （2ﾍﾟｰｼﾞ） 120 18 18 23

2.2    （14ﾍﾟｰｼﾞ） 2935 68 68 82

2.3     （6ﾍﾟｰｼﾞ） 304 26 26 35

3.1～3.5（2ﾍﾟｰｼﾞ） 15 8 8 11

合計 5665 258 242 292

表 4.5.2 No.17 の報告書に関する全文のデータ量

３） アクセス方法

報告書のアクセスに関しては、図 4.1.1（11 ページ）の様に、報告書の目次の部分を

HTML 化してホームページ上に用意し、節のグループの先頭番号をクリックすれば、

PDF 変換した本文が表示される様になっている。当然のことながら、閲覧ソフト

“Adobe Acrobat Reader”をプラグインしたパソコンが必要である。

グループ内のより細分化した節は、しおりとサムネールを表示して捜せる様になって

いる。例えば、表 4.5.2 の 1.1～1.4 のグループを表示させるには目次の 1.1 をクリック

する。表示されたらしおりやサムネールを表示させて 1.2 から 1.4、更に下位の節を指

定できる様になっている。

  尚、図表・写真に関しては No.16 の報告書はビットマップ画像になるので拡大表示

すれば不鮮明になるが、No.17 はベクタグラフィク画像（数値情報に従って画像を作成）

により拡大表示しても鮮明である。文書は双方ともデジタルベースなので、アウトライ

ンフォント（文字の輪郭を幾つかの点の数値で作成）により拡大表示しても滑らかな輪

郭の鮮明な文字になる。
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